


交通事故死傷者数の推移
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 豊田市の策定した、平成27年「自転車利用環境整備計画」、令和2年「自転車活用推進計
画」の総合的な取組により、自転車交通事故死傷者数は年々減少しております。しかし、
市内全事故に占める自転車事故の割合は、近年増加傾向にあります。また、日常の移動交
通手段として、比較的短距離の移動においても、自動車がよく使われています。

平成29年5月、「自転車活用推進法」が施行されました。

令和6年6月、「安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライン」が改定されました。

平成30年6月、「自転車活用推進計画」が閣議決定されました。

 身近な交通手段である自転車の活用について、環境負荷の低減、災害時における交通機能維
持の有効性、健康増進など様々な場面での利用価値が高まっています。

 自転車の総合的かつ計画的な推進のため、「自転車の役割拡大」、「サイクルスポーツ・健康」、
「サイクルツーリズム」、「安全安心」の４つの目標を掲げ、施策が進められています。

令和3年5月、「第2次自転車活用推進計画」が閣議決定されました。



「豊田市自転車活用推進計画」（令和2年12月策定・令和7年3月改訂）



自転車活用
推進計画

3年間
延⾧

令和2年度 令和6年度末 令和9年度末

現況値（R5 時点）当初（R2 計画策定時） 目標値※2（R9 時点）目標値※1（R6 時点）

②外出する際、自転車を利用できる市民の割合

①自転車の交通事故死傷者数

目標指標名

④自転車損害賠償保険加入率 

⑤放置自転車撤去台数

⑥豊田警察署管内の自転車乗車用ヘルメット着用率

③市民意識調査による「歩行者や自転車利用者にとって安全で
 快適な道路が整っているまち」として満足する市民の割合

281 人 178 人 約 2 割削減 約 4 割削減
（平成 28 ～ 30 年平均） （令和 5 年） （220 人） （170 人）

（平成 28 ～ 30 年平均） （令和 5 年度） （1,600 台）

（令和 6 年）※3 （30%）

（850 台）

（平成 28 年） （令和 5 年 市民意識調査） （27%） （27%）

（令和 2 年 E モニター）（令和 5 年 市民意識調査） （R6 の目標値を継続）

（平成 30 年） （令和 5 年 市民意識調査） （R6 の目標値を継続）

（R6 の目標値を継続）

現状維持 現状維持30.4% 31.1%

向上向上68.4% 75.2%

約 2 割削減 約 6 割削減1,896 台 1,106 台

約 3% 上昇 約 3% 上昇23.8% 25.3%

－ 約 16% 上昇－ 14.2%

本計画の期間は、令和２年度から令和９年度末までの８年間です。

本計画を継続的に推進するため、基本方針に基づき、以下の通り目標指標を設定します。

 本計画の目標達成のために、ＰＤＣＡサイクルを導入し、継続的な計画の推進を図ります。なお、計
画の推進に当たっては、学識経験者、警察、民間企業、行政、学校、道路利用者、交通事業者で組織す
る「豊田市自転車活用推進会議」が中心となり、取組の進捗状況や効果・課題等を把握しながら進捗を
管理します。

令和２年12月策定
令和 7 年 3 月改訂

※1:R2計画策定時の目標、割合は当初（R2計画策定時）に対する値 ※2:計画改訂後の目標、割合は当初（R2計画策定時）に対する値 ※3:R5の調査実績が無いため、R6調査実績を記載 



令和5年度整備済

令和6年度整備済

・豊田安城サイクリングロードの走行環境整備を
 検討（愛知県・豊田市）
・矢作川高水敷のサイクリングロードの整備を
 推進



・小学４年生の施設内の交通安全講習実施及び中学１年生・高校１年生の出張講習実施
・企業や地域を通じ、大人、高齢者、外国人に対する積極的な受講呼びかけ

・ヘルメットの購入に対する補助制度の実施



・あいちエコモビリティライフ推進協議会が実施する
 エコモビ事業のうち特に自転車の利用にかかる内容について
 市ホームページ等で紹介

▲とよたSDGｓポイント制度

▲エコモビ実践セミナー

▲導入事例 ▲イベントイメージ
  （写真提供:豊田市公園緑地つかう課）

▲エコモビ実践キャンペーン▲エコモビ事業

・企業や学校などと連携し普及啓発

・公共交通と連携した
 ポタリングコースのPR

・おいでんバスへの自転車
 積載用ラック設置検討

・民間主体の自転車
 イベントの支援

・自動車から自転車への転換
 促進に「とよたSDGｓポイント」
 等の活用を検討

・駅周辺の再整備に伴う適正な駐輪場整備

▲適正な駐輪場整備 ▲撤去自転車のリサイクル ▲周知のための啓発チラシ


